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(57)【要約】
　水と、少なくとも５０重量％の硫酸カルシウム半水和物と、少なくとも３種の繰返し単
位を用いて調製される特定のポリカルボキシレート分散剤と、を含むスラリーが作製され
る。第１の繰返し単位はビニルエーテル型繰返し単位である。第２の繰返し単位はマレイ
ン酸型繰返し単位を含む。第３の繰返し単位はアクリル酸型繰返し単位を含む。このポリ
マー分散剤は、約２００００～約８００００ダルトンの分子量を有する。この組成から作
製されるスラリーは、作製時の水量を減少させて、乾燥速度を速め、乾燥コストを抑える
ことを可能とする。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　水と、
　少なくとも５０％の硫酸カルシウム半水和物を含む水硬性材料と、
　２００００～８００００ダルトンの範囲の分子量を有し、ビニルエーテル型繰返し単位
、アクリル酸型繰返し単位及びマレイン酸型繰返し単位を含むポリカルボキシレート分散
剤と、
を含む石膏スラリー。
【請求項２】
　前記水硬性材料が、少なくとも８０重量％の硫酸カルシウム半水和物を含む、請求項１
に記載のスラリー。
【請求項３】
　前記水硬性材料が本質的に硫酸カルシウム半水和物からなる、請求項１に記載のスラリ
ー。
【請求項４】
　前記スラリーが湿式石膏促進剤をさらに含む、請求項１に記載のスラリー。
【請求項５】
　前記繰返し単位がランダムな順序で一緒に結合して、前記ポリカルボキシレート分散剤
を形成している、請求項１に記載のスラリー。
【請求項６】
　前記ポリカルボキシレート分散剤の電荷密度が、３００～３０００μｅｑ／ｇコポリマ
ーの範囲にある、請求項１に記載のスラリー。
【請求項７】
　前記電荷密度が、６００～２０００μｅｑ／ｇコポリマーの範囲にある、請求項６に記
載のスラリー。
【請求項８】
　前記スラリーがナフタレン分散剤を含まない、請求項１に記載のスラリー。
【請求項９】
　前記分子量が、好ましくは３００００～５００００ダルトンの範囲にある、請求項１に
記載のスラリー。
【請求項１０】
　少なくとも一片の表装材が石膏コアに付着したウォールボードパネルであって、
　前記コアが、
　水と、
　少なくとも５０％の硫酸カルシウム半水和物を含む水硬性材料と、
　ビニルエーテル型繰返し単位、アクリル酸型繰返し単位及びマレイン酸型繰返し単位を
含むポリカルボキシレート分散剤と、
を含むスラリーから作製されているウォールボードパネル。
【請求項１１】
　前記水硬性材料が、少なくとも８０％の硫酸カルシウム半水和物を含む、請求項１０に
記載のウォールボード。
【請求項１２】
　前記水硬性材料が本質的に硫酸カルシウム半水和物からなる、請求項１１に記載のウォ
ールボード。
【請求項１３】
　前記ポリカルボキシレート分散剤の電荷密度が、３００～３０００μｅｑ／ｇコポリマ
ーの範囲にある、請求項１０に記載のウォールボード。
【請求項１４】
　前記スラリーがナフタレン分散剤を含まない、請求項１０に記載のウォールボード。
【請求項１５】



(3) JP 2008-543715 A 2008.12.4

10

20

30

40

50

　前記コアがトリメタホスフェート化合物をさらに含む、請求項１０に記載のウォールボ
ード。
【請求項１６】
　石灰、コンクリート、シリケート、ホスフェート、ホスホネート及びカーボネートから
なる群のうちの少なくとも１種を含む調整剤をさらに含む、請求項１１に記載のウォール
ボード。
【請求項１７】
　前記調整剤が、ソーダ灰、炭酸カリウム、石灰及びセメントからなる群のうちの少なく
とも１種を含む、請求項１６に記載のウォールボード。
【発明の詳細な説明】
【関連出願の相互参照】
【０００１】
　本願は、同時係属中の米国特許出願第１１／１５２３１７号明細書（“Ｍｏｄｉｆｉｅ
ｒｓ　ｆｏｒ　Ｇｙｐｓｕｍ　Ｐｒｏｄｕｃｔｓ　ａｎｄ　Ｍｅｔｈｏｄ　ｏｆ　Ｕｓｉ
ｎｇ　Ｔｈｅｍ”）、米国特許出願第１１／１５２３２３号明細書（“Ｍｅｔｈｏｄ　ｏ
ｆ　Ｍａｋｉｎｇ　ａ　Ｇｙｐｓｕｍ　Ｓｌｕｒｒｙ　ｗｉｔｈ　Ｍｏｄｉｆｉｅｒｓ　
ａｎｄ　Ｄｉｓｐｅｒｓａｎｔｓ”）及び米国特許第１１／１５２４０４号明細書（“Ｅ
ｆｆｅｃｔｉｖｅ　Ｕｓｅ　ｏｆ　Ｄｉｓｐｅｒｓａｎｔｓ　ｉｎ　Ｗａｌｌｂｏａｒｄ
　Ｃｏｎｔａｉｎｉｎｇ　Ｆｏａｍ”）（これらはすべて、参照されることにより本明細
書に組み込まれる。）に関連する。
【発明の背景】
【０００２】
　本発明は、速乾性石膏製品に関する。より具体的には、従来の製品よりも短い乾燥時間
で済む、石膏スラリー及びウォールボードに関する。
【０００３】
　石膏系建材は、建築において一般に用いられている。石膏で作製されたウォールボード
は難燃性であり、ほとんどあらゆる形状の壁の構築に用いることができる。これは、主と
して内壁材及び天井材として用いられる。石膏は防音性を有する。また、損傷した場合、
比較的容易に修繕又は交換することができる。ウォールボードには、塗装、染色及び壁紙
を始めとする様々な装飾仕上げを適用することができる。これだけの利点があっても、な
お比較的安価な建材である。
【０００４】
　ウォールボードパネルが低価格である１つの理由は、それらが、短時間で効率的なプロ
セスで製造されることである。硫酸カルシウム半水和物及び水を含むスラリーを用いてコ
アが形成されるが、スラリーは、攪拌機の下を移動する紙のカバーシート上に次々と堆積
していく。第２の紙のカバーシートがその上に張りつけられ、得られる組立て品は、パネ
ルの形状に形成される。硫酸カルシウム半水和物は十分な水と反応して、半水和物を、硫
酸カルシウム二水和物結晶が絡み合ったマトリックスに変換し、それによって半水和物を
硬化させ、堅固なものにする。こうして形成された連続ストリップは、焼き石膏が硬化す
るまでベルト上で運搬され、その後、ストリップは切断されて所望の長さのボードが形成
される。そして、このボードは乾燥窯中を運搬され、過剰の水分が除去される。これらの
工程の各々は数分しかかからないので、いずれかの工程の小さな変化は、製造プロセス全
体の効率を低下させる可能性がある。
【０００５】
　スラリーを形成するために加えられる水の量は、水和反応を完了するのに必要な量より
過剰である。過剰な水により、スラリーに十分な流動性が与えられ、スラリーが攪拌機か
ら表装材上へ流出して、適切な幅及び厚さに成型されることが可能になる。製品が湿って
いる間は、非常に重くて動かしにくく、また、比較的壊れやすい。過剰な水は、蒸発させ
てボードから除去する。過剰な水を室温で蒸発させる場合、空気乾燥させる間、ウォール
ボードを積み重ね、保管するために、或いは、十分な乾燥時間を提供するのに十分な長さ
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のコンベヤーを備えるために、かなり多くの空間が必要となるであろう。ボードが硬化し
て、ある程度乾燥するまでは、幾分壊れやすいので、押しつぶされたり、損傷したりしな
いようにボードを保護しなければならない。
【０００６】
　比較的短時間でボードを乾燥させるために、ウォールボード製品は通常、余分な水を高
温で（例えば、乾燥器又は窯内で）蒸発させることによって乾燥させる。窯を建設し、高
温で稼働させることは、特に化石燃料の価格が上昇している場合には比較的費用がかかる
。製造コストの低減は、硬化石膏ボード中に存在する過剰な水（これは、後に蒸発によっ
て除去される。）の量を減らすことによって実現することができると思われる。
【０００７】
　分散剤は、水及び硫酸カルシウム半水和物の混合物を流動化して、流動性を有するスラ
リーを作製するのに必要な水をより少なくするのに役立つものであり、石膏に使用される
ことが知られている。ナフタレンスルホネート分散剤はよく知られているが、効果が限ら
れている。ポリカルボキシレート分散剤は、セメントではよく使用されるが、石膏ではそ
れほど使用されていない。「ポリカルボキシレート分散剤」という語によって表される化
合物の種類は非常に多く、個々の化合物が、異なる媒質中でどのように反応するかを予測
することは非常に困難である。
【０００８】
　ポリカルボキシレート分散剤に関する先行技術は多いが、どの化合物についても、それ
を用いて製造する製品に対する効果を予測することは困難である。ポリカルボキシレート
は、一般に、セメントの流動性を改善することが知られている。このことは、必ずしも、
ポリカルボキシレートが石膏製品に同様の結果をもたらすということを意味しない。石膏
及びセメントは、ポリカルボキシレート溶液中で異なった分散の仕方をする可能性がある
、異なった結晶形態を形成する。これらの水硬性材料の硬化時間は非常に異なり、そのた
め、セメントでは無視できるポリカルボキシレートの遅延効果が、石膏ウォールボードの
硬化にとっては重大なものとなる。石膏製品の範囲内でもばらつきが存在し、ある石膏供
給源に対して有効なポリカルボキシレートもあれば、そうでないものもある。石膏又はセ
メントにおけるポリカルボキシレートの効果が予測できないことは、製造プロセスの制約
を前提とすると、低水分ウォールボード製品の作製を困難にする。
【０００９】
　ポリカルボキシレートは、分散剤として作用することに加えて、水硬性スラリーの硬化
を遅らせることが知られている。セメントスラリーの硬化における数分の遅延は、ほとん
ど又は全く影響がないであろう。しかし、高速のウォールボード生産ラインでは、硬化の
数分の遅れにより、柔らかすぎて切断できないボード、脆すぎて窯まで移動させられない
ボード、或いはさらに、コンベヤーの開口部からしみ出て、床上で硬化する石膏スラリー
が生じる可能性がある。ウォールボードは、ナイフで切断される際、その後の取扱いに持
ちこたえられるように、少なくとも５０％硬化していることが好ましい。高用量のポリカ
ルボキシレートを用いて、漆喰に対する水の比率が低い、流動性を有するスラリーを作製
する場合、硬化時間が、ボード製造ラインの速度を遅くしなければならないほど遅れる可
能性があり、効率を大幅に低下させる。
【００１０】
　さらに、ポリカルボキシレート分散剤の使用による硬化時間の遅れは、従来の硬化促進
剤の添加によっては必ずしも克服できない。攪拌機への硬化促進剤の添加により硬化時間
は減少するが、他方、スラリーが攪拌機を出る前に、二水和物結晶が形成され、スラリー
の時期尚早な濃縮、流動性の低減、ひいては石膏ボードの強度の損失がもたらされる。し
たがって、硬化の遅延を克服するために硬化促進剤を使用することは、先ず第１に、ポリ
カルボキシレート分散剤を添加して流動性を増加させるという目的を無効にする恐れがあ
る。
【００１１】
　窯での乾燥又は長い乾燥時間を要せずにウォールボードを作製可能な石膏スラリーが開
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発されれば、改善となるであろう。さらに、改善されたスラリーは、ポリカルボキシレー
ト分散剤の使用に伴う硬化時間の増加なしに、速く乾燥するであろう。
【発明の概要】
【００１２】
　ポリカルボキシレート分散剤の使用に伴うこのような諸々の問題は、水と、少なくとも
５０重量％の硫酸カルシウム半水和物と、少なくとも３種の繰返し単位を用いて調製した
特定のポリカルボキシレート分散剤と、を含むスラリーを対象とする本発明によって改善
される。第１の繰返し単位はビニルエーテル型繰返し単位である。第２の繰返し単位はマ
レイン酸型繰返し単位を含む。第３の繰返し単位はアクリル酸型繰返し単位を含む。この
組成から作製されるスラリーは、作製時の水量を減少させて、乾燥速度を速め、乾燥コス
トを抑えることを可能とする。このポリマー分散剤は、約２００００～約８００００ダル
トンの分子量を有する。
【００１３】
　本発明の石膏スラリーは、同じ分散剤濃度で比較して、従来のポリカルボキシレート分
散剤を用いて作製した石膏スラリーよりも硬化時間の遅れが少ない。これは、硬化促進剤
の必要性を減らすことによって、また、スラリー中の過剰水分量を減少させて乾燥コスト
を低減させることによって、石膏ウォールボードパネルの低価格化に貢献する。この分散
剤はまた、他のポリカルボキシレート組成物よりも有効である。ポリカルボキシレートの
量を減少させ、なおかつ、流動性を有するスラリーを得ることを可能とする。分散剤は、
多くの場合、組成物中の比較的高価な部分であるので、製造コストを顕著に低減させるこ
とが可能となる。
【発明の詳細な説明】
【００１４】
　本発明の石膏スラリー及びウォールボードは、水と、硫酸カルシウム半水和物を含む水
硬性材料と、特定のポリカルボキシレート分散剤と、の混合物から作製される。分散剤は
、アクリル酸型繰返し単位と、マレイン酸型繰返し単位と、ポリオキシアルキルエーテル
繰返し単位を含む繰返し単位と、を含むコポリマーである。
【００１５】
　水硬性材料は、硫酸カルシウム半水和物（漆喰又は焼き石膏としても知られる。）を少
なくとも５０％の量で含む。硫酸カルシウム半水和物の量は、好ましくは、少なくとも８
０％である。多くのウォールボード配合物において、水硬性材料は、実質的にすべて硫酸
カルシウム半水和物である。硫酸カルシウム無水物の使用も意図されているが、２０％未
満の少量で用いることが好ましい。
【００１６】
　本発明の石膏スラリー又はウォールボードのもう一つの主要成分は、特定の分散剤であ
る。当該分散剤は、米国特許第６７７７５１７号明細書（参照されることにより本明細書
に組み込まれる。）にさらに記載されている化合物クラスのサブクラスである。分散剤は
、少なくとも３種の繰返し単位からの繰返し単位を含むコポリマーであり、好ましくは約
２００００～約８００００ダルトンの分子量を有する。コポリマーの分子量は、より好ま
しくは約３００００～約５００００ダルトンである。繰返し単位は、任意の順序で（例え
ば、ポリマー骨格に沿ってランダムに配列した状態で）コポリマー中に存在することがで
きる。
【００１７】
　第１の繰返し単位は、式Ｉに示される、アクリル酸型繰返し単位又はその誘導体である
。Ｒ１は、水素原子、又は１～２０個の炭素原子を有する脂肪族炭化水素基である。Ｘは
、－ＯａＭ、－Ｏ－（ＣｍＨ２ｍＯ）ｎ－Ｒ２、－ＮＨ－（ＣｍＨ２ｍＯ）ｎ－Ｒ２であ
り、式中、Ｍは、水素、一価又は二価の金属陽イオン、アンモニウムイオン又は有機アミ
ン基であり、ａは、Ｍが一価又は二価の陽イオンであるかどうかに応じて、１／２又は１
であり、ｍは２～４であり、ｎは０～２００であり、Ｒ２は、水素原子、１～２０個の炭
素原子を有する脂肪族炭化水素基、５～８個の炭素原子を有する脂環式炭化水素基、６～
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１４個の炭素原子を有する置換又は非置換のアリール基である。好ましい第１の繰返し単
位としては、アクリル酸及びメタクリル酸、又はその一価若しくは二価の金属塩が挙げら
れる。好ましい金属は、ナトリウム、カリウム、カルシウム又はアンモニウムである。
【００１８】
【化１】

【００１９】
　第２の繰返し単位は、式ＩＩに示されるビニルエーテル型繰返し単位である。Ｒ２は上
述した通りであり、Ｒ３は、水素原子、又は１～５個の炭素原子を有する脂肪族炭化水素
基である。ｐは０～３であり、ｍは２～４であり、ｎは０～２００である。好ましくは、
Ｒ２は、水素原子、又は１～５個の炭素原子を有する脂肪族炭化水素基であり、ｐは０～
３である。ポリエチレングリコールモノビニルエーテル（ｐ＝０及びｍ＝２）の使用は特
に有利であり、ここで、ｎは、好ましくは１～５０である。
【００２０】
【化２】

【００２１】
　第３の繰返し単位は、式ＩＩＩに示される、マレイン酸型繰返し単位又はそのエステル
である。式ＩＩＩにおいて、Ｒ４は、水素、又は１～５個の炭素原子を有する脂肪族炭化
水素基である。Ｓは、水素原子；カルボン酸；一価若しくは二価の金属陽イオン、アンモ
ニウムイオン又は有機アミン基を含む酸性塩；或いは、３～２０個の炭素原子を有する脂
肪族炭化水素基、５～８個の炭素原子を有する脂環式炭化水素基、又は６～１４個の炭素
原子を有するアリール基、の酸エステルである。Ｔは、３～２０個の炭素原子を有する脂
肪族炭化水素基、５～８個の炭素原子を有する脂環式炭化水素基、又は６～１４個の炭素
原子を有するアリール基、の酸エステルである。好ましいエステル化合物の例としては、
ジ－ｎ－ブチルマレイン酸若しくはフマル酸エステル、又はモノ－ｎ－ブチルマレイン酸
若しくはフマル酸エステルが挙げられる。
【００２２】
【化３】

【００２３】
　モノマーの重合は、任意の通常の共重合法によって実施する。ポリマーを作製する好ま
しい方法は、米国特許第６７７７５１７号明細書（参照されることにより既に本明細書に
組み込まれている。）に教示されている。いくつかの市販のポリカルボキシレート分散剤
は、本発明に有用である。ＭＥＬＦＬＵＸ　２６４１Ｆは、Ｄｅｇｕｓｓａ　Ｃｏｎｓｔ
ｒｕｃｔｉｏｎ　Ｐｏｌｙｍｅｒｓ、ＧｍｂＨ（Ｔｒｏｓｔｂｅｒｇ　Ｇｅｒｍａｎｙ）
の製品であり、Ｄｅｇｕｓｓａ　Ｃｏｒｐ．（Ｋｅｎｎｅｓａｗ、ＧＡ）（以下、“Ｄｅ
ｇｕｓｓａ”という。）によって２６４１　Ｄｉｓｐｅｒｓａｎｔシリーズとして供給さ
れている（ＭＥＬＦＬＵＸは、Ｄｅｇｕｓｓａ　Ｃｏｎｓｔｒｕｃｔｉｏｎ　Ｐｏｌｙｍ
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ｅｒｓ　ＧｍｂＨの登録商標である）。これは、修飾ポリエーテルカルボキシレートを噴
霧乾燥することによって作製された自由流動性粉末である。
【００２４】
　このシリーズの好ましいポリカルボキシレート分散剤としては他に、Ｄｅｇｕｓｓａの
ＭＥＬＦＬＵＸ　２６５１Ｆ分散剤及びＭＥＬＦＬＵＸ　２５００Ｌ分散剤、並びにオキ
シアルキレンアルキルエーテル、マレイン酸及びアクリル酸の繰返し単位をベースとする
他のポリカルボキシレート分散剤が挙げられる。ＭＥＬＦＬＵＸ　２５００Ｌは、一般に
水性懸濁液中に４３～４５重量％の固体を含む液体分散剤である。液体分散剤の計量にお
いて、分散剤の用量の計算の際はポリマー固体のみを考慮し、分散剤中の水は、使用する
水の全量を決定する場合に考慮する。
【００２５】
　多くのポリマーは、同じ３種の繰返し単位を用いて、それらの配分を変化させて作製す
ることができる。酸含有繰返し単位とビニルエーテル含有繰返し単位との比は、電荷密度
に直接関係する。コポリマーの電荷密度は、好ましくは約３００～約３０００μｅｑ（μ
ｅｑｕｉｖ．　ｃｈａｒｇｅｓ）／ｇコポリマーである。このクラスの分散剤のうち、試
験した分散剤の中で水の低減について最も有効であった分散剤、２６５１は、最も高い電
荷密度を有することが判明している。
【００２６】
　しかし、電荷密度の増加は、さらに分散剤の遅延効果の増大をもたらすことも判明して
いる。低電荷密度の分散剤（例えば、ＭＥＬＦＬＵＸ　２５００Ｌ）は、高電荷密度を有
する２６５１分散剤よりも硬化時間の遅延が小さい。硬化時間の遅延は、高電荷密度の分
散剤で得られる効果の増大とともに増加するので、少ない水、良好な流動性、及び妥当な
硬化時間でスラリーを作製するには、電荷密度を中間範囲に維持することが必要となる。
コポリマーの電荷密度は、約６００～約２０００μｅｑ／ｇコポリマーの範囲にあること
がより好ましい。
【００２７】
　本発明のポリカルボキシレート分散剤は十分に有効であり、他の分散剤と組み合わせる
必要がないことも注目される。ウォールボード、及びウォールボードが作製されるスラリ
ーは、ナフタレン型分散剤を含んでも含まなくてもよい。しかし、分散剤の効果は、攪拌
機中の計量水に分散剤の一部を加え、泡（石膏スラリー中に混合される。）の形成に使用
されるセッケン水中に分散剤の一部を加えることによって、さらに改善されることが判明
している。本発明のいくつかの実施形態では、２種の異なる分散剤が攪拌機中及び泡中で
用いられる。例えば、攪拌機中ではＭＥＬＦＬＵＸ　２５００Ｌが、泡中ではナフタレン
スルホネート分散剤が用いられる。この方法により、泡のサイズ及び分散剤の効果の制御
が可能となる。この方法は、同時係属中の米国特許第１１／１５２４０４号明細書（“Ｅ
ｆｆｅｃｔｉｖｅ　Ｕｓｅ　ｏｆ　Ｄｉｓｐｅｒｓａｎｔｓ　ｉｎ　Ｗａｌｌｂｏａｒｄ
　Ｃｏｎｔａｉｎｉｎｇ　Ｆｏａｍ”）（参照されることにより既に本明細書に組み込ま
れている。）の請求の範囲に記載されている。
【００２８】
　水は、石膏ボードパネルを作製するのに有用な任意の量で存在する。流動性を有するス
ラリーを作製するのに十分な水が乾燥成分に加えられる。適切な水の量は、すべての焼き
石膏を水和させて硫酸カルシウム二水和物を形成するのに必要な量、の７５％を超える量
である。正確な水の量は、少なくともある程度は、製品が使用される用途、並びに使用す
る添加剤の量及び種類によって決定される。水の含有量は、ある程度は、使用される焼き
石膏の種類によって決定される。α－焼成漆喰は、β－焼成漆喰と同じ流動性を実現する
のに、より少ない水で済む。水及び漆喰の比は、乾燥した焼き石膏の重量と比較した水の
重量に基づいて計算される。好ましい比は約０．２：１～約１：１である。本発明のいく
つかの実施形態で用いることが意図されている水の使用量は、水硬性成分を水和するのに
理論的に必要な水の使用量、すなわち漆喰１ポンド当たり水約０．１９ポンド、よりも少
ない量である。
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【００２９】
　スラリーの作製に用いる水は、スラリー及び硬化プラスターの両方の特性を最善に制御
するために、できるだけ純粋なものが好ましい。塩及び有機化合物は、促進剤から硬化阻
害剤まで幅広く変化して、スラリーの硬化時間を調整することがよく知られている。不純
物の中には、二水和物結晶形態のインターロッキングマトリックスのような構造に不規則
性をもたらし、硬化した製品の強度を低下させるものがある。したがって、製品の強度及
び硬度は、できるだけ混入物のない水を使用することによって高められる。
【００３０】
　本発明のポリマーは、任意選択の調整剤の存在下で効果が増大する。石膏製品における
調整剤の使用は、同時係属中の米国特許出願第１１／１５２３１７号明細書（“Ｍｏｄｉ
ｆｉｅｒｓ　ｆｏｒ　Ｇｙｐｓｕｍ　Ｐｒｏｄｕｃｔｓ　ａｎｄ　Ｍｅｔｈｏｄ　ｏｆ　
Ｕｓｉｎｇ　Ｔｈｅｍ”）（参照されることにより既に本明細書に組み込まれている。）
に開示されている。調整剤の正確な機能は未知であるが、同量の水の要求量において、ポ
リカルボキシレートを減量させ、それによって、コスト及び硬化遅延を減少させる。石灰
は任意選択の調整剤であり、約０．０５～約０．５重量％の量で使用される。好ましい調
整剤の他の例は、炭酸ナトリウム又はソーダ灰、炭酸カリウム、及びｐＨを著しく上昇さ
せないでポリカルボキシレートとともに良好に機能する他の調整剤である。他のカーボネ
ート、水酸化物、シリケート、ホスホネート、ホスフェート及びセメントも調整剤として
有用である。現時点では、調整剤がどのように作用してポリカルボキシレートの効果を高
めるのかは正確には知られていない。調整剤及び分散剤は、半水和物の添加の前に、攪拌
機の水に加えることが好ましい。調整剤及び分散剤の両方が乾燥形態である場合、それら
は、予め互いにブレンドし、漆喰とともに加えることができる。調整剤は、分散剤が焼き
石膏と接触した後にスラリーに加えると、効果が弱まる。同時係属中の米国特許出願第１
１／１５２３２３号明細書（“Ｍｅｔｈｏｄ　ｏｆ　Ｍａｋｉｎｇ　ａ　Ｇｙｐｓｕｍ　
Ｓｌｕｒｒｙ　ｗｉｔｈ　Ｍｏｄｉｆｉｅｒｓ　ａｎｄ　Ｄｉｓｐｅｒｓａｎｔｓ”）（
参照されることにより既に本明細書に組み込まれている。）に開示されているように、調
整剤は、焼き石膏の添加の前に、水及び分散剤と実質的に混合されていることが好ましい
。
【００３１】
　別の好ましい方法は、調整剤及び分散剤を乾燥形態で入手し、それらを乾燥漆喰ととも
に予め混合することである。
【００３２】
　基本的な石膏スラリーに加えて、石膏組成物は、石膏に特定の性質を与える添加剤を任
意選択で含む。硬化遅延剤（最大約２ｌｂ．／ＭＳＦ（９．８ｇ／ｍ２））又は乾燥促進
剤（最大約３５ｌｂ．／ＭＳＦ（１７０ｇ／ｍ２））を加えることによって、水和反応が
起こる速度が調整される。“ＣＳＡ”は、９５％の硫酸カルシウム二水和物を５％の糖と
ともに粉砕し、２５０°Ｆ（１２１℃）まで加熱して糖をカラメル化させた硬化促進剤で
ある。ＣＳＡは、Ｕｎｉｔｅｄ　Ｓｔａｔｅｓ　Ｇｙｐｓｕｍ　Ｃｏｍｐａｎｙ（Ｓｏｕ
ｔｈａｒｄ、ＯＫ）の工場から入手可能であり、米国特許第３５７３９４７号明細書（参
照されることにより本明細書に組み込まれる。）に従って製造される。硫酸カリウムは、
別の好ましい促進剤である。ＨＲＡは、硫酸カルシウム二水和物１００ポンド当たり糖５
～２５ポンドの比率で糖とともに粉砕した直後の硫酸カルシウム二水和物である。これは
、米国特許第２０７８１９９号明細書（参照されることにより本明細書に組み込まれる。
）にさらに説明されている。これらはいずれも好ましい促進剤である。
【００３３】
　湿式石膏促進剤（ｗｅｔ　ｇｙｐｓｕｍ　ａｃｃｅｌｅｒａｔｏｒ）として知られる別
の促進剤も、好ましい促進剤である。湿式石膏促進剤の使用及び製造方法の説明は、米国
特許第６４０９８２５号明細書（参照されることにより本明細書に組み込まれる。）に開
示されている。この促進剤は、有機ホスホン酸化合物、ホスフェート含有化合物又はそれ
らの混合物からなる群より選択される少なくとも１種の添加剤を含む。この促進剤はかな
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りの長寿命を示し、使用前に当該湿式石膏促進剤の製造、保管、さらに長距離の輸送が可
能な程度に長期間、効果を持続する。この湿式石膏促進剤は、ボード製品１０００平方フ
ィート当たり約５～約８０ポンド（２４．３～３９０ｇ／ｍ２）の範囲の量で使用される
。
【００３４】
　本発明のいくつかの実施形態では、最終製品の１つ又は複数の特性を改変するために、
石膏スラリー中に添加剤を含有させる。添加剤は、当分野で既知の方法及び量で用いられ
る。濃度は、完成したボードパネル１０００平方フィート（“ＭＳＦ”）当たりの量で表
される。デンプンは、密度を増加させ、製品を強固にするために、約３～約２０ｌｂｓ．
／ＭＳＦ（１４．６～９７．６ｇ／ｍ２）の量で用いられる。ガラス繊維は、任意選択で
、少なくとも１１ｌｂ．／ＭＳＦ（５４ｇ／ｍ２）の量でスラリーに加えられる。紙繊維
も、最大１５ｌｂ．／ＭＳＦ（７３．２ｇ／ｍ２）の量でスラリーに加えられる。ワック
スエマルジョンは、完成した石膏ボードパネルの耐水性を改善するために、最大９０ｌｂ
ｓ．／ＭＳＦ（０．４ｋｇ／ｍ２）の量で石膏スラリーに加えられる。
【００３５】
　本発明のいくつかの実施形態では、起泡剤を用いて硬化石膏含有製品中に空隙を生じさ
せて、その重量を軽くするが、ここでは、発泡硬化石膏製品の調製に有用であることが知
られている任意の起泡剤を使用することができる。このような起泡剤の多くは周知であり
、市場で容易に入手可能である。例としては、ＧＥＯ　Ｓｐｅｃｉａｌｔｙ　Ｃｈｅｍｉ
ｃａｌｓ（Ａｍｂｌｅｒ、ＰＡ）のＨＹＯＮＩＣセッケン製品ラインが挙げられる。泡及
び発泡石膏製品の好ましい作製方法は、米国特許第５６８３６３５号明細書（参照される
ことにより本明細書に組み込まれる。）に開示されている。泡が製品に加えられる場合、
米国特許出願第１１／１５２４０４号明細書（“Ｅｆｆｅｃｔｉｖｅ　Ｕｓｅ　ｏｆ　Ｄ
ｉｓｐｅｒｓａｎｔｓ　ｉｎ　Ｗａｌｌｂｏａｒｄ　Ｃｏｎｔａｉｎｉｎｇ　Ｆｏａｍ”
）（参照されることにより既に本明細書に組み込まれている。）に教示されているように
、攪拌機に加えられる分散剤に加えて、任意選択で、第２の分散剤が泡水に加えられる。
【００３６】
　トリメタホスフェート化合物は、いくつかの実施形態において、製品の強度を高め、硬
化石膏の耐たわみ性を低減するために、石膏スラリーに加えられる。このトリメタホスフ
ェート化合物の濃度は、好ましくは、焼き石膏の重量に対して約０．０７～約２．０％で
ある。トリメタホスフェート化合物を含む石膏組成物は、米国特許第６３４２２８４号明
細書及び第６６３２５５０号明細書（いずれも、参照されることにより本明細書に組み込
まれる。）に開示されている。代表的なトリメタホスフェート塩としては、トリメタホス
フェートのナトリウム塩、カリウム塩又はリチウム塩（例えば、Ａｓｔａｒｉｓ、ＬＬＣ
（Ｓｔ．Ｌｏｕｉｓ、ＭＯ）から入手可能なもの）が挙げられる。トリメタホスフェート
を、石灰、又はスラリーのｐＨを上昇させる他の調整剤とともに使用する場合は、注意が
必要である。約９．５より高いｐＨでは、トリメタホスフェートは、製品を強化する能力
を失い、スラリーは、遅延性の大きなものとなる。
【００３７】
　ウォールボードへの他の可能な添加剤は、カビ、白カビ又は菌類の成長を低減するため
の殺生物剤である。選択される殺生物剤及びウォールボードの使用目的に応じて、殺生物
剤は、外被、石膏コア又は両方に加えることができる。殺生物剤の例としては、ホウ酸、
ピリチオン塩及び銅塩が挙げられる。殺生物剤は、外被又は石膏コアのいずれにも加える
ことができる。殺生物剤を用いる場合、殺生物剤は、５００ｐｐｍ未満の量で外被中に使
用される。
【００３８】
　さらに、石膏組成物は、任意選択で、デンプン（例えば、アルファ化デンプン及び／又
は酸修飾デンプン）を含むことができる。アルファ化デンプンを含めることにより、硬化
乾燥した石膏成型体の強度が増大し、水分の増加した条件下（例えば、焼き石膏に対する
水の比率が上昇した場合）の紙の剥離のリスクが最小化又は回避される。当業者であれば
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、生デンプンをアルファ化する方法（例えば、生デンプンを少なくとも約１８５°Ｆ（８
５℃）の温度の水で調理する、等）が分かるであろう。アルファ化デンプンの適当な例と
しては、これらに限られないが、Ｌａｕｈｏｆｆ　Ｇｒａｉｎ　Ｃｏｍｐａｎｙから市販
されているＰＣＦ　１０００デンプン、並びにＡｒｃｈｅｒ　Ｄａｎｉｅｌｓ　Ｍｉｄｌ
ａｎｄ　Ｃｏｍｐａｎｙから市販されている、ＡＭＥＲＩＫＯＲ　８１８デンプン及びＨ
ＱＭ　ＰＲＥＧＥＬデンプンが挙げられる。アルファ化デンプンを含める場合、アルファ
化デンプンは、任意の適当な量で存在する。例えば、アルファ化デンプンを含める場合、
アルファ化デンプンは、硬化石膏組成物の約０．５～約１０重量％の量で存在するように
、硬化石膏組成物の形成に用いられる混合物に加えることができる。ＵＳＧ９５（Ｕｎｉ
ｔｅｄ　Ｓｔａｔｅｓ　Ｇｙｐｓｕｍ　Ｃｏｍｐａｎｙ、Ｃｈｉｃａｇｏ、ＩＬ）等のデ
ンプンを、コア強度のために加えてもよい。
【００３９】
　製品の特定の性質を改変するために、必要に応じて、他の既知の添加剤を用いることが
できる。糖（デキストロース等）は、ボードの端部での紙の接着を改善するために用いら
れる。ワックスエマルジョン又はポリシロキサンは、耐水性のために用いられる。剛性が
必要な場合は、一般にホウ酸が加えられる。難燃性は、バーミキュライトを添加すること
によって改善することができる。このような既知の添加剤は、本発明のスラリー及びウォ
ールボード配合物中において有用である。
【００４０】
　個々のウォールボードパネルは、当分野で知られているように、バッチプロセスで作製
することができるが、より一般的には、石膏ボードは、連続的なプロセスで、長いパネル
に形成され、所望の長さのパネルに切断される。形成された表装材が得られると、石膏ス
ラリーを受ける場所に置かれる。表装材は、所望の仕上がり寸法のパネルを作製するのに
２回の切断のみを必要とする連続した長さのパネルを形成可能な幅のものであることが好
ましい。紙、ガラスマット及びプラスチックシートを始めとする任意の既知の表装材が、
ウォールボードパネルの作製に有用である。表装は、多層紙表装であることが好ましい。
表装材は、連続的にボードの製造ラインに送られる。
【００４１】
　スラリーは、乾燥成分及び湿潤成分を一緒に混合することによって形成される。スラリ
ーの乾燥成分である、焼き石膏及び乾燥した添加剤は、攪拌機に入れる前に一緒にブレン
ドされる。水は計量して攪拌機中に直接注がれる。液体の添加剤が水に加えられ、これら
は、攪拌機を短時間稼働してブレンドされる。この配合物に１種又は複数種の調整剤を用
いる場合、調整剤は、漆喰を添加する前に、分散剤とともに攪拌機に加えるのが好ましい
。乾燥成分が、攪拌機中の液体に加えられ、乾燥成分が濡れるまでブレンドされる。
【００４２】
　漆喰に対する水の比率を低下させる場合は、攪拌機にかかる負荷に注意を払う必要があ
る。スラリーの水が減少すると、混合中に、組成物の粘性が増加する。流動性を有する混
合物を生成させるのに十分な量の分散剤を加える場合でも、分散剤が石膏粒子を分散させ
る前の初期の混合中に、最も重い負荷が発生する。混合時間を長くしても、最終製品への
有害な影響はない。
【００４３】
　次いで、スラリーは、均一なスラリーを実現するために混合される。通常、得られるコ
ア材の密度を制御するために、水性泡がスラリー中に混合される。このような水性泡は、
通常、適切な起泡剤、水及び空気の高剪断混合によって生成され、その後、スラリー中に
導入される。泡は、攪拌機内のスラリー中に挿入するか、或いは、好ましくは、スラリー
が放出管で攪拌機を出る際に、スラリー中に挿入することができる。例えば、米国特許第
５６８３６３５号明細書（参照されることにより本明細書に組み込まれる。）を参照され
たい。石膏ボード工場では、固体及び液体が頻繁に攪拌機に連続的に加えられ、他方、得
られるスラリーは攪拌機から連続的に放出され、攪拌機内の平均滞留時間は３０秒未満で
ある。
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【００４４】
　スラリーは、放出管を通じて攪拌機から１つ又は複数の放出口に連続的に分配され、表
装材を運搬している移動中のコンベヤー上に堆積され、パネルに形成される。場合により
、別の紙のカバーシートが、得られる石膏パネルの表装部となる移動中の２枚のカバーシ
ートの間にスラリーが挟まれるように、スラリーの上面に配置される。得られるボードの
厚さは成型板によって制御され、ボードの縁部は、重なっている紙の縁部に、連続的に折
り目をつけ、折りたたみ、それを接着剤で接着させる適切な機械装置によって形成される
。追加のガイドは、硬化中のスラリーが移動中のベルト上を移動する際、厚さ及び幅を維
持する。形状が維持されている間、焼き石膏は、十分な条件下（すなわち約１２０°Ｆ未
満）に維持されることによって、水の一部と反応して硬化し、石膏結晶のインターロッキ
ングマトリックスを形成する。次いで、ボードパネルは切断され、形を整えられ、乾燥器
に送られて、まだ幾分湿った硬化ボードを乾燥させる。
【００４５】
　２段階乾燥プロセスを利用することが好ましい。パネルは先ず高温の窯に曝し、これに
よって、ボードが急速に加熱され、過剰の水が追い出され始める。窯の温度及びボードの
滞留時間は、パネルの厚さで変動する。例えば、１／２インチ（１２．７ｍｍ）のボード
は、３００°Ｆ（１４９℃）を超える温度で、約２０～５０分間乾燥させることが好まし
い。表面の水が蒸発するにつれて、毛管作用によってパネルの内部から水が引き出され、
表面の水と置き換わる。比較的急速な水の移動は、デンプン及びピリチオン塩の紙への移
動を助ける。第２段階の乾燥器の温度は、ボードの焼成を制限するために３００°Ｆ（１
４９℃）未満である。
【００４６】
　下記実施例では、スランプ試験を用いて試料の流動性を測定し、また、硬化及びビカー
硬化時間を用いて、様々な組成物の硬化時間を比較した。すべての乾燥成分は、計量し、
一緒に乾燥ブレンドした。乾燥成分は、正確を期すために、ロスインウェイトフィーダー
を介して攪拌機に送出した。液体成分は、正確な配合のために計量し、蠕動ポンプで連続
攪拌機中に供給した。
【００４７】
　スラリー試料は、プラスチックシート上に置いた２”×４”（５ｃｍ×１０ｃｍ）のシ
リンダーに、シリンダーよりわずかに過剰にして注いだ。過剰の材料は上面からスクリー
ドで平らにし、次いで、シリンダーを滑らかに持ち上げ、スラリーを底部から流出させ、
パテを作製した。パテは、９０°離れた２方向で測定し（±１／８”）、その平均をパテ
の直径として報告した。
【００４８】
　３００ｇのビカー針を垂直な位置でスラリーパテに通す。針が塊を通される際に、スラ
リーが針の後方の溝をふさがなくなるまで、この作業を続ける。スラリーが攪拌機の放出
管から最初に採取された時点からの硬化時間を報告する。
【００４９】
　硬化時間の基準については、ＡＳＴＭ　Ｃ－４７２（参照されることにより本明細書に
組み込まれる。）でビカー硬化時間を参照する。ビカー硬化時間は、スラリーが攪拌機の
放出管から最初に採取された時点を起点とした。
【００５０】
〔実施例１（比較例）〕
　各試料について、４００グラムのＳｏｕｔｈａｒｄ　ＰＳＴ漆喰を計り取った。本発明
によって規定されるクラスの範囲外の分散剤を、流動性及び遅延性について試験した。水
を加える前に、表Ｉに示す量のＭＥＬＦＬＵＸ　１６４１Ｆ分散剤及びＣＳＡ促進剤を漆
喰に加え、一緒に回転ドラムに掛けて混合した。この漆喰混合物に、表Ｉに示す量の水を
加えた。この組成物を、上記の指示に従って混合した。各用量について、パテサイズ及び
ビカー硬化時間の試験を実施した。結果を表Ｉに示す。
【００５１】
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【００５２】
　上記に示されるように、分散剤の濃度が増加するにつれて、流動性及び硬化時間のいず
れもが減少した。
【００５３】
〔実施例２〕
　上記実施例１と同様の方法を用いて、本発明の３種の分散剤を試験した。ＭＥＬＦＬＵ
Ｘ　２５００Ｌ分散剤に関する結果を含めて、結果を表ＩＩに示す。
【００５４】
【表２】

【００５５】
　上記に示したように、２６４１及び２６５１分散剤は、硬化時間を著しく増加させずに
高流動性の混合物を作製する能力において、基剤のＭＥＬＦＬＵＸ　２５００Ｌ分散剤と
同程度に、又はこれよりも良好であり、比較例のＭＥＬＦＬＵＸ　１６４１Ｆ分散剤より
も良好である。
【００５６】
〔実施例３〕
　以下の表ＩＩＩは、本発明の３種の繰返し単位の分散剤を用いて、又はこの分散剤なし
で形成される石膏ウォールボードパネルの配合を示す。分散剤ありの場合及び分散剤なし
の場合の１／２”ボードの配合が示されている。特に断らない限り、成分の量は、ボード
製品１０００平方フィート（“ＭＳＦ”）当たりのポンドで記載されている。１平方メー
トル当たりのグラムで表したメートル法換算値は、英国単位の横の括弧内に報告している
。
【００５７】
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【表３】

【００５８】
　上記の配合に示されるように、３繰返し単位系の使用により、水の要求量を低減させて
ウォールボードを形成することが可能となり、それによって、乾燥のためのエネルギー費
用が低減される。
【００５９】
〔実施例４〕
　ポリカルボキシレートの効果は、用いる漆喰によって変動する。表ＩＶは、様々な石膏
供給源からの石膏スラリーと本発明のポリカルボキシレートとの反応を示す。ＭＥＬＦＬ
ＵＸ　２５００Ｌを種々の石膏とともに用いることによって、パテ試験で測定される所与
の流動性を有するスラリーを作製するのに必要なＷＳＲを決定した。
【００６０】
　各試験について、４００グラムの漆喰をＣＳＡ及びＭＥＬＦＬＵＸ　２５００Ｌ分散剤
と混合した。直径２０ｃｍのパテを作製するのに十分な水を加えた。添加後、タイマーを
始動し、水及び乾燥成分を実験室用ブレンダー中で１５秒間浸漬させ、次いで、１５秒間
混合した。ビカー硬化判定用のワックス裏打ちカップとともに、自動試験装置中の２”×
４”のスランプシリンダーを、試料で満たした。
【００６１】
　シリンダーの上面を、スクリードを用いて平らにし、シリンダーを持ち上げて、スラリ
ーを滑らかな表面上に自由に流出させた。パテの流れが止まった時点で、直径を２方向で
測定し、０．１ｃｍ未満を四捨五入した平均値を結果として記録した。他方、針が塊を通
される際に、スラリーが針の後方の溝をふさがなくなるまで、ビカー針をスラリーに通し
た。プラスター及び水が最初に接触した時点から、スラリーが溝を満たさなくなるまでの
硬化時間を報告する。上述したように、ビカー硬化時間に到達するまで、スラリーのモニ
タリングを続ける。
【００６２】
　各漆喰供給源について、乾燥重量ベースで０％、０．１％、０．３％及び０．５％の分
散剤で試験を行った。各分散剤濃度において、水及びＣＳＡの量を変化させて、一定のパ
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【００６３】
　結果を表ＩＶに示す。
【表４】

【００６４】
　上記のデータから分かるように、種々の漆喰と１種の分散剤との反応には、大きな予測
不可能性が存在する。試験した６種の漆喰供給源のうち、２種は、本発明の分散剤を０．
１％加えることにより、ＷＳＲを約２５％減少させた。試験した漆喰のうちの２種、Ｄｅ
ｔｒｏｉｔ及びＲａｎｉｅｒは、０．１％のＭＥＬＦＬＵＸ　２５００Ｌ分散剤の添加に
対してほとんど反応を示さなかった。Ｄｅｔｒｏｉｔの漆喰は、０．１％及び０．３％の
分散剤の間で最大のＷＳＲの変動を生じ、また、最大の総変動（０％及び０．３％の分散
剤の間）を生じた。０．３％のＭＥＬＦＬＵＸ　２５００Ｌ分散剤の添加により、Ｄｅｔ
ｒｏｉｔの漆喰ではＷＳＲを０．３４減少させることができるが、Ｅａｓｔ　Ｃｈｉｃａ
ｇｏの漆喰では０．２４しかＷＳＲを減少させることができない。
【００６５】
　石膏スラリー及びこれを用いて作製されるウォールボードの組成に関する特定の実施形
態を示し、説明してきたが、より広い態様における、また、特許請求の範囲に示される本
発明から逸脱することなく、上記実施形態に変更及び修飾を加えることができることは、
当業者に理解されよう。
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